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本

お

次期附属図書館システムの導入について

平成 7年度から、従前の本学情報処理センターが総合情報処理センターとして格上げされたことに伴い、

同センターの電算機システムが更新され、次期附属図書館システムも、本学電算機システムの一環として構

築されることになっております。

このため、附属図書館では、利用者の利便性、効率的な運用、事務の省力化等を考慮しつつ、なおかっ教

育・研究に支障を生じない様なシステムの導入を考えております。

つきましては、新たに導入予定の図書システムの特徴及び稼働スケジュール等について検討を重ねており

ますが、現時点での状況をお知らせ致します。

まず稼働開始時期についてですが、平成 8年 1月上旬を予定しております。

次に機器構成ですが、ホストマシーンはNE CのユニックスサーバUP 4800/610で、メモリー 256MB、

磁気ディスク装置27GB、ディスクアレイ装置8.3G Bの性能があります

また中央館には、 OPA C用サーバ EW S 4800/310 P X 1台、業務用サーバ EW S 4800/310 PX 5 

台、医学部分館と工学部分館に各 2台の業務用サーバを配置し、それぞれ11台、 4台、 4台の計19台のカラー

X端末を接続してホストマシーンとの通信を行います。

なお利用者用端末として、それぞれ 8台、 3台、 3台のパソコン PC -9821Xe10/ 4を配置し、所蔵検索

等の用に供して頂く予定にしております。

続いてソフトウェアですが、図書館業務用ソフトウェアは、原則として機種と同一メーカのパッケージソ

フトを使用する予定ですが、不都合な部分については一部改造を加える事にしております。

このパッケージソフトは、 12のサブシステムから構成されており、図書館の殆どすべてを含んだソフトと

なっています。

それらを列挙しますと図書受入サブシステム、雑誌受入サブシステム、製本サブシステム、受入共通サブ

システム、書誌コントロールサブシステム、所蔵管理サブシステム、閲覧管理サブシステム、文献貸借／複

写サブシステム、利用者用検索サブシステム、コミニュケーションサービスサブシステム、帳票管理サブシ

ステム、共通管理サブシステムとなります。

利用者の方々に関係の深いサブシステムは、閲覧管理、文献貸借／複写、利用者用検索などですが、これ

らについての詳細は、別の機会にゆずりたいと思います。

なお電子計算機システムが更新されることにより、以下のように業務が変更になる予定です 0

・所蔵情報検索（OPAC）について
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現在、所蔵情報検索は、図書館まで出向かないと検索が出来ませんが、新システム導入後は、図書館

内は勿論各研究室等のパソコンを学内 LA Nに接続することにより、その場で所蔵情報の検索が可能に

なります。

また、医学部、工学部の各分館で所蔵している図書情報も同様に検索が可能になります。

ただし、現在各館で提供している検索システムとは、操作方法に一部違いがあるため、利用者に対し

て講習会等を開催し、利用の普及に努める必要があります。

講習会の日程等については、追ってお知らせ致します。

・研究室貸出について

現在は、整理済み後、各研究室等に整理済通知書にて連絡の後、来館して頂き貸出票に受領印を押印

後図書カード（図書のみ）と共に図書及び雑誌の引き渡しをしています。

新システム導入後は、各研究室等に整理済通知書（全点リスト）にて連絡の後、受領の際には、整理

済通知書を持参していただき、その整理済通知書と図書を照合し、電算機により貸し出し登録を行った

後に、図書の引き渡しを行います。その際の受領印の押印は省略させていただきます。

また現在の図書カードは原則として廃止する事とし、カードに代わりカード原稿となるスリップを添

付します。

なお前述の事につきましては、山口地区の中央館に於いての取り扱いですので、工学部・医学部の各

分館につきましては、決まり次第お知らせいたします。

最後に利用者の方々へのお願いですが、システム更新に伴う不都合な部分がございましたら、図書館まで

ご意見、ご要望をお寄せください。

より良いシステムを目指して、可能な限り対応をしてゆきたいと考えております。 情報サービス課

『附属図書館の利用と資料に関するアンケート調査』集計結果

附属図書館（本館）では去る 8月21日～ 9月9日の問、入館学生を対象に無作為抽出によるアンケート調

査をおこないました。

調査の目的は、学生の利用状況と図書館の資料とサービスに対する評価を把握し、図書館の運営と利用者

サービスの改善を進めるための基礎的なデータとするためです。

調査は、アンケート用紙を図書館員が入館学生に無作為に手渡し、退館時に回収箱により回収する方法に

よりおこないました。回答総数は684で、有効回答は674通でした。その内訳はQlの表の通りです。

集計結果は以下の通りですが、ここでは詳細な分析は次回に譲ることとし、各設問とも集計数値（合計）

のみを記載しました。ご協力いただいた皆さんに感謝いたします。

Q1 あなたのことについてお聞かせください。（学部、身分、年次を表にまとめた） （単位人）

学蚕＼＼」層3 年次 2 年次 3 年次 4 年次 5～6年次及び院生 企仁』] 計

人 文 19 36 31 31 4 121 

教 育 21 21 46 41 5 134 

経 済 48 34 40 37 4 163 

理 19 23 32 41 10 125 

農 14 8 10 11 11 54 

医 17 5 。 24 

工 45 2 5 。 53 

ム仁コ 5十 183 129 165 163 34 674 
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Q 2 あなたはどの程度、図書館を利用していますか？

ほとんど毎日

週に 2～ 3回

週 1回

53 

212 

128 

月 2～ 3回 157

月 1回

年に数回

ほとんど利用しない

48 

57 

* 19 

＊この調査は、入館者のみを対象としたものであるので、「ほとんど利用しない」学生の実数及び比率

を示すものではない。

Q 3  図書館を利用する主な目的は何ですか？（複数回答可）

図書館備え付けの資料（図書や雑誌など）

を利用してのレポート作成や発表準備など 501

試験準備など自習のため 481 

授業の合間のひまつぶし

文献複写をする

89 

67 

講義やゼミなどに関連した資料を調べる 281 

新聞・雑誌などの軽読書をする 129 

教養や趣味などの資料を調べる 109 

目録やCD-ROMを使って文献検索をする 51 

視聴覚資料を利用する 16 

無回答

Q 4 あなたは、どの様なきっかけで資料を探すことが多いですか？

レポートや講義のテーマに合うもの 547 友人のすすめ

図書や雑誌論文の参考文献欄 98 広告や書評

教官の紹介やすいせん 59 無回答 39 

Q5  図書館の資料で良く利用するものは何ですか？（複数回答可）

専門図書（授業や専攻に直結した学習用図書） 581 教養雑誌

26 

17 

33 

事典、辞書類 154 

教養図書 （趣味、娯楽、教養のための図書）129

専門雑誌 81 

CD-ROM 12 

新聞類（縮刷版を含む）

年鑑、白書、統計類

77 

36 

視聴覚資料（ビデオ、カセットなど） 8 

目録、索引類 7 

無回答 47 

Q6  本館では大学図書館として必要な資料は充実していると思いますか？

良く揃っている 比較的揃っている 立目主E 通 あまり揃っていない 全く揃っていない

専 門 図 三巨ヨ主 56 185 190 152 16 

教 養 図 三Eヨ主 33 109 269 112 12 

事典・辞書類 69 133 278 67 2 

年鑑・白書・統計 64 121 272 32 2 

事庁 聞 実質 132 140 214 24 2 

専 F号 雑 誌 39 118 242 100 10 

教 養 雑 誌 26 93 291 80 

目録・索引類 34 71 319 43 2 

視聴覚資料 21 59 271 82 17 

C D - R O M 21 58 283 65 7 

無回答 63 
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Q7 あなたは、目的の資料が図書館で入手出来なかったときはどうしていますか？

他の図書館を利用する 245 他の大学の図書館等から取り寄せてもらう 43 

あきらめる 178 図書館に購入を請求する 20 

自分で購入する 153 その他 2 

研究室貸出のものがあれば借りに行く 100 無回答 45 

友人にあたる 76 

Q8 図書館備え付けの資料について、不満な点があれば下表の該当欄にOを記入してください （複数回答

可）

数 が少ない 新しい餅勃沙ない 分野毎に資料が編っている 複本が少ない 碗員・荷員がひどし、

専 F可 図 書 128 229 55 96 64 

教 養 図 霊Eヨ童 79 72 48 34 27 

事典・辞書類 43 47 25 22 36 

年鑑・白書・統計 22 33 26 18 6 

新 間 業貢 19 13 16 10 2 

専 門 雑 誌 68 28 32 13 4 

教 養 雑 圭町土己、 50 26 24 9 3 

目録・索引類 15 15 17 9 3 

視聴覚資料 47 20 16 10 2 

C D - R O M 37 13 17 8 

無回答 171 

Q9 あなたが今後、特に充実してほしい資料は何ですか？ （三つ以内選択）

専 F可 図 主E主ヨ 484 年鑑、白書、統計類 42 

教 養 図 主E主ヨ主 223 CD-ROM 39 

専 r可 宗監 誌、 184 新 間 業買 32 

事典・辞 書類 130 目録、索引類 22 

教 養 雑 誌 107 そ の 他 7 

視聴覚 資料 59 無回答 83 

Q 10 あなたは、図書館の次のサービスを利用したことがありますか？

利用したことがある 知っている古希聞したことはない 知らなかった

貸出中の資料の予約 28 258 308 

本学にない資料を他大学の図書館等から借りたり、
50 350 202 

文献コピーを取り寄せる

レファレンス・サービス（図書館の利用や資料の
109 259 226 

検索や調査についての相談）

他大学の図書館の「利用願」の発行 10 222 370 

視聴覚コーナーの利用 61 387 151 

CD-RO Mによる検索 168 295 154 

無回答 56 
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Q 11 あなたは、端末機によるオンライン目録検索（ OPAC）を使ったことがありますか？

使ったことがある 312 一ーヲ砂 わかりやすい 40 

普通 213 

わかりにくい 59 

イ吏ったことがない 316 一ーヨ砂 使い方がわからない 193 

あることを知らなかった 123 

無回答 39 

Q 12 あなたは、図書館報「LibraryNews」を読んでいますか？

毎号読んでいる 13 あることを知らなかった

時々読んでいる 195 無回答 49 

読んでいない 209 

く〉

［本学関係椋寄贈図書 ｜則頂）

［本館］

藤岡 豊 （元教育学部教授〉

・佐波川水系の生物総合調査報告書 藤岡豊［ほか］著 山口大学 1977 

谷光 太郎 （経済学部教授）

・アルフレ ッド・マハン：孤高の提督 谷光太郎著 野中郁次郎解説 白桃書房 1990 

鹿江雅光（農学部教授）

・獣医伝染病学第 4版鹿江雅光 ［ほか］編近代出版 1995 

伊豆大和（教養部教授）

「偉大なギャツビー」を読む：夢の限界 リチヤード・リーハン著 伊豆大和訳 旺史社 1995 

石津 異子（人文・理学部研究協力係）

201 

－人権を守る人々：英国の寛罪事件と救援運動：ルポルタージュ英国版 播磨信義著 法律文化社 1995 

［医学部］

西嶋 敬子（医学部附属病院看護部長）

－人工呼吸器装着患者の看護 虜川臨床看護シリーズ15 西嶋敬子編 石川多賀子ほか執筆 広川書店

1994 

学外文献複写について

学術情報センターが、平成 7年12月20日（水）～ 8年 1月 8日（月）までサービスを休止いたしますO

この間はオンラインでの申し込みが不可能になるため、 12月中旬からの申し込みは入手が遅くなります

のでご了承願います。 相互協力係
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インターネットを介した文献検索（ I ) 
甲斐綾子

日々成長していく情報化社会の中で、文献検索の方法も大きく変化して来ました。図書館に行って分厚く

重たい Chem.Ab.を一つ一つ号｜し、て文献を調べる時代は過去のものとなりつつあります。

私自身、これはこれで意味のあることだと思っていますが、今回導入されたFirstSearchのように便利で安価

な方法があれば、こちらの方が主流になって行くのは自然な事でしょう。

それでは、実際にFirstSearchを使用して感じた利点を簡単に述べてみましょう。

①便利：インターネットを使って、休日夜間を問わず自由な時間に自分の研究室から文献検索できる。②

安価：無料の辞書ファイル機能が付いているのでキーワードの事前調査ができ、このため検索式を絞り込む

ことが可能、これによって、一回の検索（約150円）で目的を達せられる場合が多い。また、検索によりヒッ

トした文献にはアブストラクトも付いており、これを含めたすべての情報のコピーは無料。したがって、 D

IALO Gよりもはるかにお得。③情報量：データベースが豊富（95年 4月現在52）で、新しい（私は IN 

SPE Cを利用しているが、これは毎週更新されている）。

④簡単：操作が簡単でわかりやすい、 etc.

一方、欠点としては、現在のところ 1980年代以前のデータが無いので、古い文献を検索したい場合には使

えないということがあげられます。

FirstSearchだけでなく、他にも文献検索の方法は様々あります。すべての方法を試したわけではありませ

んので、これがベストだとはいえませんが、私は今のところ満足しています。加入者が多くなれば、現在の

1サーチ 150円から更に安くなるということですから、興味のある方は一度試してみてはいかがでしょうか？

また、余談ですが、文献検索後の文献複写依頼がWWWサイト（試行中）でできるようになって本当に便

利になりました。

様々なサービスを提供してくださる図書館員の方々の努力に感謝していることを最後に付け加えておきた

いと思います。 （工学部 講師）

インターネットを介した文献検索（II)

守田 了

研究に関する先端の情報をいち早く知ることは重要です。最近は計算機上で文献を検索する便利なツール

ができてきました。

NACSIS I Rは、国内所蔵の図書や雑誌を検索したり、特定のデータベースから雑誌論文を検索す

るには便利ですが、データベースのの数は多くありません。

CurrentContentsは、最新の雑誌論文の情報は手に入る反面、工学部図書館ではスタンドアロンで運用され

ているために、いちいち図書館に行かなくてはならず、仕事が煩雑になります。

FirstSearchは、 50を越えるデータベースがネットワーク上で安価に提供されているので、研究室の計算機

から自由にアクセスできます。さらに便利なのは、ネットワークを介して手に入れた文献情報を自分にメー

ルを出すことによって、計算機上に保存することができる点です。また、検索した文献を手に入れたい場合

には、図書館の Ww W ホームページ（試行中）を利用して複写を依頼することもできます。

こうして、研究室から文献を検索したり、複写を依頼することが簡単にできるため、とても便利です。

これらのシステムの導入は、図書館の職員の努力によって成立しています。お世話になっている図書館の

方々には、いつも感謝しています。今後ともよろしくお願いします。 （工学部 講師〉
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「資源」の有効利用を目指して

はじめに

私は平成 6年12月に山口大学附属図書館に転任し

てきたばかりで、山口大学のことはあまり知りませ

んでした。ところが、先頃 9月に岡山市で開かれた

中国四国地区大学図書館研究集会に出席し、意見を

発表するということになりました。「何を言っても

いいから。」ということだったので軽い気持ちで引

き受け、「資源」という観点から図書館を見てみよ

うと考えました。

さて、いざ準備を始め、資料を読んだり周りの人

から話を聞いたりしていると、人に意見を言うにし

ては何も知らないで仕事をしていたんだなというこ

とがわかって、情けなくなりました。ここに記すこ

とはその時の発表の要旨です。内容はともかくとし

て、自分なりに意見をまとめることによって、自分

の仕事、職場について少しは問題意識を持って考え

るようになったと思います。このような機会を与え

ていただいてよかったなと思っています。

資源 1 「お金」

「お金」ときいて図書館員の頭にまず浮かぶのは、

図書館に配架する学生用図書費をいかにして賄うか

という問題ではないでしょうか。山口大学では、中

央図書館に置く学生用図書について、現在年に一度

教官に選定してもらっている分に加え、主として基

本的な学習用図書を整備するために学内的に予算を

確保しようとしています。そのため今年度に入って

から、他大学の予算獲得の実態を調査したり、学生

からアンケートをとったりしました。

講義で使用する図書を複数冊図書館に置き、利用

してもらう指定図書制度は、予算の都合等の問題が

あって多くの大学で採用されていません。また、図

書館には専任の教官がいないため、図書館の立場か

ら発言する教官がおらず、図書館の意見は大学全体

ではあまり重視されていません。長い問、大学図書

館の学習用図書不足の問題は、図書館員の間では全

国共通の大問題でありましたが、大学全体ではほと

んど議論されてきていませんでした。

このような状況を変えるためには、大学の所蔵す

る学生用図書の評価が大学評価において重要視され

るような世論づくりを図書館が率先して行うことが

保 坂 雅 子

必要でしょう。最近では様々な大学評価に関する本

が出されていますが、私が見たところ量的な評価基

準はあっても質を測る基準は確立されていないよう

です。困ったことに、量的な評価だけでは古くなっ

て価値のさがった図書でもとりあえず置いておけば

評価が下がらないため、新しく図書を購入しなくて

も問題となりません。質的な評価を行うことは能力

の問題もあって、単独では難しし、かもしれませんが、

図書館としては是非実施して行かなければならない

ことだと思います。

次に最近の問題としては、いわゆる電子メディア

へのアクセス費が挙げられます。例えば、ネットワー

ク対応型 CD-RO Mの導入にあたっては、スタン

ドアローン型と比べて金額が急激に増大した上に、

利用者がより特定されにくくなりました。そのため

現在、費用分担の調整の問題がでできています。将

来的には利用の可能性はあっても、当面予定がない

といった人たちに対して、費用の負担をお願いする

のは確かに無理な話でしょう。しかし、大学として

購入した物の費用負担はきちんとしたルールに基づ

いて公平に行わなければなりません。利用実績はだ

んだんと変わっていくものですが、図書館がきちん

とした調査を続けていくことは、費用分担方法（ど

んな方法を採るにせよ）を決める参考となることと

思います。

今後、有料の電子ジャーナル等が登場してくるこ

とが予想されていますが、そうなれば図書館が大学

を代表して利用代金を支払うといったケースは今ま

でよりずっと増えるでしょう。アクセス費の問題は

研究室単位でなく大学全体で考えなければならない

時期に入ってきているのかもしれません。

その他、限られた予算を有効に活用するために、

使用する予算を減らす工夫も必要です。例えば、購

読雑誌の重複を解消するというのはどうでしょうか。

現在、吉田地区では 5カ所以上で重複して購入して

いる雑誌が27誌もあります。もちろん雑誌は速報性

が命ですから、到着後すぐに見なければあまり役に

立ちません。しかし、購入しているすべての雑誌に

ついて、すべての記事を至急読破しなければならな

いということはほとんどないでしょう。おそらく目

次をみて、 1、 2の記事に目を通すだけで用が足り

ることのほうが多いと思います。図書館の側では、
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コンテンツシートサービス、ドキュメントデリパリー

サービス等を行った上で、新規購読の希望がでてき

た際には、その旨を伝え再考を促す等きめの細かい

サービスを続けていく必要があるでしょう。お互い

に限られた予算を有効に使っていけたらよいと思い

ます。

資源 2 「情報」

「情報の流通」という点では、イ，ンターネットを

通じて、大学どころか国境を越えて様々な情報にア

クセスするということが可能となってきています。

しかし「情報の共有化」という点では意識上、制度

上でまだまだ厚い壁があるように私には思えます。

例えば学内では、研究室所蔵図書の利用について

壁があります。研究室所蔵図書は教官の研究費で購

入した図書ですから、貸出の対象ではないといって

しまえばそれまでです。けれども、各研究者が必要

とするすべての資料をすべて購入するのは予算の無

駄遣いです。また、自分の研究費を持たない学生に

してみれば不可能な話です。一方、図書館に配架さ

れていない限り自由に利用できないこととなれば、

図書費はいくらあっても足りないでしょう 。一時的

な利用、または調査のために、同じ大学の他の教宮

が所蔵している図書を利用させてもらうことは、大

学の構成員すべてにとって、決して損をする話では

ないはずです。

中央図書館では，現在利用者からの申し出には臨

機応変に対応しています。学生からの依頼にも電話

連絡をするなどして取り次ぎをしています。たいて

いの場合断られることはないようですが、いつも順

調というわけでもないようです。今後は、所蔵して

いる教官の事情を優先しながらも、教官と利用者の

聞に立って、貸出請求があれば研究室から図書を取

り寄せるなどのサービス向上を図ると共に、返却に

ついても責任を持つ等、貸借に関する問題を減らし

ていけたら良いと思います。オンラインで蔵書目録

を学外へ公開することが全国で進んでいますが、情

報だけ公開されていても、いざ必要というときに利

用できなければあまり意味がないので、研究室所蔵

図書についてはまずは学内から、利用しやすい環境

を整備していく努力が必要でしょう 。

また今まであまり重視されなかったことかもしれ

ませんが、個々の大学が発信する情報に、その大学

の図書館が積極的に関与できたらよいと考えます。

個々の大学が発信する情報とは、具体的には紀要類

の論文を指します。まず第一段階としては網羅的に

収集保存をすること、次に第二段階としては、現在

一部の大学で始まっている、目次速報データベース

の入力を進めることです。この入力作業は大変手の

掛かる物のようですが、将来、編集の段階でデータ

を集めて、全文データベースを構築することが可能

となれば入力作業は全く必要でなくなるそうです。

ちなみに、中央図書館の場合、本学発行の紀要類

については欠号についても随時寄贈依頼していて、

収集については努力しています。しかし、目次速報

データベースの入力については未着手で、今後の課

題となっています。

最後に、早ければよいというものではありません

が、一般的にいって情報は「スピードが命」といわ

れています。サービス面に限らず管理面でも、スピー

ド化を図ることは大切でしょう 。例えば図書の発注

から配架までの流れについて考えてみましょう 。現

在、中央図書館では教官が購入請求票に記入して、

図書館に持ってきてから発注業務が始まります。重

複調査、書店への発注、到着の確認等、この作業で

は請求票を組み込んだり拾ったりを繰り返すため結

構な時間がかかってしまいます。来年度からは発注

の時点でコンピューターに入力するため、請求票の

組込み作業は減りますが、購入の意思を確認すると

いう意味もあって、請求票自体は廃止されません。

しかし将来的に学内 LA Nに接続する教官が増えれ

ば、購入請求票を廃止して、メール等を利用して購

入請求を受け、そのデータを加工して即時に書店へ

の発注を行い、受入、支払いがスムーズに進むよう

になるかもしれません。

管理面で最近改善されてきていることとしては、

外国雑誌の受け付け業務を省力化する自動チェック

インシステムが挙げられます。このシステムは書店

が雑誌と一緒に納入データも納入するというもので＼

実は中央図書館でも来年度からの導入を予定してい

ます。今すぐに冊子体の雑誌が無くなるということ

は期待できないので、外国雑誌だけでなく他の出版

物についても、また納入だけでなくその他の管理面

についてもどんどん省力化を図っていって、スピー

ドアップを図らなければと思います。

資源 3 「人」

3番目に「人」という問題について、自分がどう

いう図書館員になりたいか、ということを中心に考

えてみました。

私は未だ管理部門でしか働いたことがないのです

が、将来はサービス部門で、利用者から頼りにされ
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る図書館員になりたいと考えています。しかし、今

の私にはそれだけの力がないので、今の内にたくさ

ん勉強しておこうと思っています。業務を通じて学

ぶことはたくさんあるとは思いますが、落ちついて、

一歩下がって考えら れると言う理由から、図書館の

先輩や他分野の専門家による研修をどんどん実施し

てほしいと思います。研修の内容としては、現在は

目録業務に関することがほとんどですがそれにとど

まらず、レファレンス関係、語学関係、コンピュー

タ一関係、会計業務関係その他図書館業務全般にわ

たっていることが望ましいと思います。

司書の資格を取ったらその後は個人の問題という

のではなく、随時教育訓練の機会を設けて大学図書

館で働く図書館員としてふさわしい基礎的な能力を

皆が身につけられるようにしてほしいものです。そ

の上で各人が得意の分野を持って、それぞれの分野

でのエキスパートを目指せばいいのです。

又、大学の中で働いている限りは大学職員でもあ

るのですから、事務サイドの常識といったものにつ

いても身につけていきたいと思います。図書館にい

ると、外とのつながりがあまりないため、つい独自

のやり方で仕事を進めがちですが、外の事情を知っ

たならば、もっと簡単にできることがあるかもしれ

ません。逆に図書館員としては事務文書や資料の整

理、収集、情報提供等の面で協力することができる

と思います。

最後に

これからの大学図書館は、学生を主な利用者とし

た、きちんと選ばれた基本資料と参考資料により構

成された学習図書館を目指していくべきでしょう。

もちろん、すべての資料がそこにある必要はありま

せん。むしろ、図書館に行けば次にどうしたらよい

か知ることができるという状態にしておくことの方

が大切だと思います。

報収集活動ができるようになった教官にとっては、

本や雑誌を取りに行かなければならない場所でなく、

図書館員に用事のあるときに行く場所となってほし

いものです。と同時に、端末と向かい合っているだ

けでは情報収集活動は終わらないでしょうからサロ

ンとしての場所を提供してはどうでしょうか。

場所の提供は、今までも実施していましたが、ほ

とんど利用されていませんでした。利用を増やすに

は魅力ある場所を提供することが必要です。せっか

くの図書館なのですから、資料を持ち込めるように

したり、電話やファックス、パソコンを設置したり、

喫茶室を置く等、考えればいろいろなサービスが提

供できるはずです。もちろん開館時間はなるべく長

い方がよいでしょう。

また、図書館が主催して公開講座等を実施してい

るところもあります。司書課程に関する科目だけで

なく、教官に協力してもらってでも、このような活

動はどんどんやっていきたいと思っています。ただ、

会場を提供するだけでなく、生涯学習の場として大

学図書館はもっと活躍しなければならないのです。

大学教育の場でも、様々な専門課程の学生に対して、

役に立つ情報としての図書館学の講義が行われるよ

うになればおもしろいのではないかと思います。

私は図書館員とは 8時半から 5時までのルーティ

ンワークだけでは説明しきれない、もっと自由な職

業であると思っています。学術研究の世界において

なにかの役に立っているという実感を持つためも、

早く今までの「住事」から解放されて、もう少し創

造的な仕事をする職業に変わっていく必要があるで

しょう。とはいっても、現実には一日の大半を手足

を動かしていなければならず、落ちついて考える時

間はほとんどの図書館員にはありません。けれども

私たちが日々努力していくことで、 20年位後には図

書館が大学になくてはならない場所として機能する

ようになることを信じて、頑張っていかなければと

サービスシステムは窓口をー箇所にします。その 思っています。

ためにも、図書館員はみんながすべての業務に精通

していることが求められます。そして、研究室で情

（本館受入係・旧姓森）
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［配置換］ (7. 10. 1）佐古艶子 情報管理課受入係（情報管理課目録係から）

山本貞子 情報管理課目録係（情報管理課受入係から）

VOL.16 No. 3 

大沢恵子 情報サービス課運用係（情報サービス課相互協力係から）

三好恒光 情報サービス課相互協力係（情報サービス課運用係から）

［転 任］ ( 7 . 12. 1 ）渡壁辰巳 情報サービス課運用係（岡山大学附属図書館資源生物科学研究所分館から）

日 吾Eオ，己ご、

［本 館］

9. 12～14 

9. 26 

10. 2～ 4 

10. 5～ 6 

10. 5～ 6 

10. 6 

10. 12～13 

10. 23 

10. 24～25 

11. 15 

11. 22 

11. 30 

［医学部分館］

（平成 7年 9月～11月）

第36田中国四国地区大学図書館研究集会（岡山）

第 2回図書館情報システム化推進委員会

目録システム地域講習会（広島大） 赤野目録係員

森受入係員・中川運用係員

第 8回国立大学図書館協議会シンポジウム（吹田市） 河崎情報管理課長

I L Lシステム地域講習会（広島大） 河本相互協力係員

山口県図書館協会大学・短大・高専部会研修会（山口東京理科大） 安田専門員他 5名

平成 7年度国立大学図書館協議会中国四国地区協議会実務者会議 （高知）

蔦代総務係長・吉光受入係長

第71回附属図書館運営委員会及第41回本館図書委員会

平成 7年度学術情報センター・シンポジウム（草津市） 安田専門員

大学NEC, C&Cシステムユーザー研究会（福岡大学） 吉光受入係長・赤野目録係員

山口県図書館協会参考業務研究部会 サービス課より 3名

第42回附属図書館本館図書委員会

9. 7～ 8 MEDLIN E検索講習会

10. 20 日本医学図書館協会評議会 （東邦大学〉 上田整理係長

10. 26～27 日本医学図書館協会中国四国部会総会 （川崎医科大学） 吉野運用係長

11. 7 医学部分館図書委員会

［工学部分館］

9. 4 文献検索講習会

9. 22 持ち回り図書・研究報告委員会

11. 7 図書・研究報告委員会

間T正とお詫びi 前号（V ol.16 No. 2 ) 10頁の 「平成 7年度附属図書館関係各種委員会名簿」中 、

く〉運営委員会とく〉工学部分館図書・研究報告委員会のところで粟井郁雄委員のお名

前が、栗井郁雄と印刷されました。

失礼をお詫び申し上げますとともに、ご訂正下さるようお願いいたします。

編集・発行山口大学附属図書館干753山口市大字吉田電話（0839)22-6111内線 788
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